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参 考 文 献

1)田中寿-: J-リ-グチ…ムの医学管理.臨床スポ-

ヅ医学,12:7竣9-754,1995.

2)平野 駕,勉: プロチームにおけるアスレチック

リ-ビ1)チ-ショソと ドタタ-の役割.日本整形外

科 -くボー･ソ医学会稚誌,17:73-80.1997.

3)高松浩一,也: プロサッカ-チ-ム ドグタ-の役

173

割について,日本整形外科スポ-ツ医学会雑誌,13:

153.1993.

司会 大森発生ありがとうございました.プロチ-ム ･

アルビレックスの顧問 ドクタ-としていろいろな経験を

お話 していただきました.大森発生にどなたか御質問ご

ざいますで しょうか.では後から練合討論でお願いいた

します.次は高橋先生よろしくお願いいた します.
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triathleteswhoslowedconsiderably(5≦OotimelweI･ecompared. Themeanmoodstate

profileforfemaletriathlonathletesbeforetheL10mPetitionshowedanelevationonthe

Vigor(V)SubsealewithreducedscoresontheotheI-fi＼でSubsca_lecomparedwithsedentary

females. ComparisonofthePOMSsubscalescolでSin thethreegroupssllOWedthatfatigue

(F〕subscalescoresweresignificantlydifferentbetweentheslightll,Slowedgl-Oupalュdthe

considerablyslowedgroup(p<0.01㌦ andtllat.theVsubscaleseol･esweresignific(lntly

diffelでnttXiltWeenfastergroupandtheslightlyslowedgroup(p<0.01㌦ Stepwiseregression

analysisfoundthattheF andV subscalecontl･ibutedto Odtimc(deter-mination

R2-0.684;standar･dregressioncoefficient.ド-0.502.V-0.403㌦ ′1､tleSeresultssuggest

thatFsubscalescoresreflectpelイor.mancedecrementwhilethe＼′'subscalescoresreflect

performanceenhancement. BLlfolでtheLIOmpetiti()n,(llthoughabsolut(､V subscalescores

werehighandドsubscalescoreswerelow,thehighertlleVsubscalescoreandthelo＼＼,el-

theFsubscalLISCOreSWere,tllemoreSuccessfulpelイormaneewassctetl. Th(1S(1findings

suggestthatm(汀eeffectivetrainingstrategiescallbeplannedduringtheprLL-e()mPetition

periodbyplottingtheVandFsubscalescoresontheP()MS.

Keywords:femaleLtriこIthlonathlete,emotiolldfactor,Profil亡･OfMoodStatesげ0九･,IS).

comTXItitiveperfollmanee

女子 トラ･f-ナ'スlトート.感情因f-.POMS,競技成績

は じ め に

近年精神医学は狭義の精神医学の領域を出て,広義の

精神保健領域での活躍が要求されてきている.スポ-ツ

医学との閑適 もそのひとつである.精神科医がスポ-ヅ

医学に関与するのは心身障害者のスポーツ問題への介入,

身体疾患を持つ者のスポーツ問題への心理面での助言,

-般健常者の健康維持のためのスポ-ツ紅おける心理面

での助言.韓技としてのてボ-リのJL､理的サボ- 卜など

があげられる1).本シソポジウムでは,競技呆ポ-ツに

おける精神科的サボ- 卜のひとつとして,著者らが1994

年に女子 トライアスリ- 卜を対象に行った,親技成績に

影響を及ぼす感情因子についての調査の概要を紹介する,

競技スポ-ツにおける精神科医の役割は競技会をこおい

て集中力を高め,かつ適度をこリラックスし身体能力を十

分に発揮 させるためのせルフコソ トロ-汁 (arousal

COlltrOl)をサポー トすることと.貫が高 く効果的な ト

レーニングができる (attitudedevelopment)ように

心理的なサボ- 卜をすることである2).乗践的には,逮

手がおかれたそれぞれ場面でスポ-ツ心理を分析 し,こ

れを基礎デ-タとして認知 ･行動療法や,バイオフィー

ドバック療法,支持的精神療法などを適周する2).

スポーツ心理を理解するには,生理学的および行動上

のデ-タのみならず,感情,情緒および気分といった主

観的デ-タも必要である.MeNairらは3)197五年をこ変

化しやすし､情動状態を迅速にかつ経済的に同定 し,評価

するために POMSLPr(1fil(10fMoodS一at(lSllという

心理テストを開発した.Mor琵am らは4)poMSをスポ-

･ソ心理に応用 し,1980年に∴ lトート･IJ'-{り- 卜し')感

情状態について報告 した.これ以来 pOMSを用いて

スポー一一･ソの様々な情況で感情状態が測定され 情況によ

る感情状態の相違が報告 されてきた. しか し POMS

と娩技成線との関連をこついての報告は少ない5)6). 競技

成鏡と感情状態を表す POMSとの関連が明らかをこな

り,競技成続をこ影響を及ぼす POMS尺度が明確にな

れば,POMSを用いて競技開始前までに感情状腰を調

整することによってより良い競技成績を上げられる可能

性がある.

そこで著者らは POMSを周いて教子 トライアスリ-

トの競技前の感情状態を把握 し,競技成績と対比させて,

成績に影響を及ぼす POMS尺度について検討 した.

トライアスロソは水泳,自転車,マラソソを連続 して行

う過酷なスポ-ツ親技であり,それゆえをここそ特にメソ

タルコソディショソが重要であるといわれている.
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対 象

1994年 ･ジャパンカップ ･トライアスロソ8イソ 8

佐渡太会の長距離 コ-スに出場する選手車,過去の来会

に同 じコ-スを完走 した経験があり,本大会も完走 した

31名 (平均年齢±SD;32.5±6.積読)を対象とした.

y42,195km,全長 228.095km 日本最長 コ-スであ

る,

方 法
1. 感情状態の調査

大会前 日の選手登鍍受付け時に登録会場で POMS

を配布 し,記入後に会場出口でこれらを回収 した.この

際,過去の佐渡大会でのレ-スタイムを記入 してもらっ

た.

POMSは感情 ･気分を評価する心理テス トの一種で,

施行時に指定 された期間の感情状態が表される3).今回

は ul週間前から記入時まで'と指定 した.POMSは

気分や感情を表す65の質問項目からなっており,ひどつ

の質問に対 して0-まったくなかった, 1-少 しあった,

2-まあまああった,3-かなりあった,4-非常に多

くあった,のいずれかを回答として選択する.この結果

を以下の6種の尺度に分較 して評価する.1)Tension

(T尺度);緊張一不安き2)Depression(D尺度);抑

うつ-落ち込み,3)Anger(A尺度);怒 り-適意,4)

Vi那r(Ⅴ尺度);活力-積極性 5)Fatigue膵 尺度);

疲労一無気九 6)Confusion(C尺度);情緒混乱-初

お じ,である.POMS尺度は得点が高いほど程度が強

いことを表す.

2.競技成績の評価

トライアスロソぼコ-スによって距離が異なるので,

単純にレ-スタイム (タイム)を比較するだけでは評価

できない.そこで過去のタイムと今回のタイムとの差の

過去のタイムをこ対する比率である %timeを涌いて各

選手の競技成績を評価 した.%timeは

%time-i((今回のタイム)-(過去のタイム))/(過去

のタイム))×100

によって算出される.%timeは,負の数値が大きいほ

ど前回の記録より良くなったことを意味する.

3. 比 較 解 析

1) 親授会前日の感情状態の特徴

競技会前 田選手登録時の POMS 6尺度の得点を安

静時標準値7)と比較 し,競技前 日の感情状態の特徴を
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検討 した.

2) %timeの相違による POMS尺度の差

競技成績を表す %timeの値により,対象を更新群

9名 (%time<0%)(平均年齢±SD;33.3±5.5歳),

不変群10名 し()Oo≦Ootimeく5OolLi円勺年齢±Sl.):29.1±

2.4歳),遅延群1記名 (5%≦%time)(平均年齢±SD;34.6

±8.3歳)に分け,それぞれの群の POMS尺度を比較

して (-元配置分散分析及びシェッフェの多墓比較法)

感情状態の遠いを検討 した.

3) %timeをこ影響を及ぼす POMS尺度

POMS の6尺度を独立変数,%timeを従属変数 と

して Stepwise法による回帰分析を行い,%timeに影

響を及ぼす POMS尺度を求めた,

コンピュータプログラムは StatView 4.02Jを周いた.

結 果

図 1は選手登録時の女子選手の POMS尺度得点平

均値と安静時標準値のグラフである.選手登録時の POMS

はV尺度が-蜂性に高 く他の 5尺度は低い,いわゆる

icebergprofile4) を望 している.安静時標準値 と比較

するとD尺度 (t検定,p<0.01),F尺度,C尺度は

低値であった (それぞれ t検定,p<0.05),

表 1に %timeにより群分けして比較 した POMS

尺度得点平均値を示す.更新群,不変群および遅延群の

POMS尺度平均得点を比較すると,D尺度では3群間

にそれぞれ差があり (p<0.05),V尺度では更新群 と

不変群間でより明らかな差 (p<0.01)那,F尺度では

不変群と遅延群間で明らかな差がみられた (p<0才01).

表 2,寮 3,表 4に Stepwise法による回帰分析の

結果を示す.回帰式の決定係数は0.684であり %time

の68%が POMS尺度で説明できることがわかる (pく

0.000江 標準回帰係数はF尺度が0.502,V尺度が-0.

403であり,POMS 6尺度の中で50%はF尺度に,覗

%はV尺度に重み付けができた.不採用のT,D,A,

C尺度の重みは合わせて10%'以下である.

以上から,佐渡 トライアスロン長距離 コ-スを完走 し

た女子選手においては,競技成績の槌%は感情因子の影

響を受け,感情因子の50%はF尺度で,竣0%はⅤ尺度で

説明できることになる.F尺度の有意差は不変群と遅延

群で著明で,V尺度の有意差は更新群と不変群で著明に

認められ さらに標準回帰係数はF尺度が正で,V尺度

が負であることから,F尺度は %timeを大 きくする

因子であり,V尺度は %timeを小 さくす る因子であ

る.
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図 1 選手登録時における女子 トライアス リー トの POMS得点平均

値 と安静時標準値

選手登録時の POMS はV尺度 が-蜂性に高 く他の 5尺度 は

低し､.いか'J)る Icebel･t:Pr(-fil(､を呈する.

表 l 更新群 ･不変群 ,遅延群をこおける POMS尺度平均得点

POMS尺度 更新群 不変群 遅延群

T尺度 10.3±4.6 14.6±6.O l岩.0±6.0

D尺度 * *事 学 事 等4.0±2.8 9.0±2.2 13.7±5.3

A尺度 I.1士6.7 9.1±丁▲O ∴寸土4.8

Ⅴ尺度F尺度 ** *

ぎ 苧 l25.8±3.7 19.9二と4.9 15 .0±2,0

* *

l2.7±2,4 5.8±3.0 11,5±3.4

C尺度 9.1±2.9 7.9±2.4 9.1±2.7

-元配置分散分析,シェッフェの多重比較法 :*p<0,05 **p<0,01

表 3 分散分析表
%time対6独立変数

自由度 平方和 平均平方 F値 p値

回帰分析 2 1049.974 524.987 3(I.352 く.00(〕l

残差 28 484.306 17.297

表 2 回帰分析概要
%time対6独立変数

表 4 採属した変数
O｡tinle対6独立変数

回帰係数 標準誤差 標準回帰係数 除外F値

切片 9.178 4.726 9.178 3.770

Ⅴ -.507 .179 -.4()3 7.987
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考 察

Morgan らは4)1980年に `̀ェTj- トアスリー トすな

わちの娩捜成鱗が良い選手の POMSはV尺度が高 く

他の 5尺度が低い,いわゆる ÌeebergProfile'を屋

する"と述べ,良い寮技成績とⅤ尺度との関連性を報告

した.Cockerillらは531991年にクロスカソトリ-選手

81人に対 し競技開始 1時間前に POMSを施行 し,塞

回帰分析を用いてレ-スタイムとの関連を調べた.これ

によると POMSは Ice振汀gProfileを昼するのだが,

成績と関連があったのはⅤ尺度ではなくT,A,D尺度

であり, レ-スタイムの34%がT,A,D尺度で説明で

きた.星川らは6)1992年の東京女子国際マラソンの出

場選手を対象に競技 3時間前に POMS を施行 しレー

スタイムとの関連を調べ,自己ベス トを更新 した自己ベ

ス ト群17名と記録不良群17名の POMS尺度を比較 し

た.その結果,やは り POMSは IcebergProfileを

望するものの,自己ベス ト群のD尺度が記録不良群より

有意に低かった くp<0,05).また有意差は認めないが,

自己ベス ト群の方がV尺度が高くF尺度が低い傾向があっ

た (P〈O.10).

上述 したように,競技選手のⅤ尺度は -一蜂性に高いが,

これが定量的に凍技成績と関連するという報告はみられ

なかった. しかし今回の調査では,女子 トライアスリ-

卜において,高いⅤ尺度得点の車でも相対的にⅤ尺度得

点が高いほど %timeは小さく,良い競技成績を出せ

た.V尺度は元気さ,躍動感,活力を意味する指標であ

る.Ⅴ尺度は競技成績を向上させる因子であると考えて

よかろう.

エリー トアスリ- 卜でも競技時以外には Ice玩rgPro親e

を室きず5),V尺度は療技の心理的準観 すなわち aTOusal

controlの-環として高まるといわれる.女子 トライア

スリ- 卜では競技前 日の選手登録時からすでに Icekrg

Profileを塁 し,arousalcontrolが始まっていたこと

iこなる.

著者らが成績によって分けた3群問の比較ではD,V,

F尺度に有意差があったが,Stepwise法による競技成

績に影響を及ぼす尺度の重みはF,Ⅴ尺度で90%を占め,

星川ら6)の注目するD尺度は10%以下にすぎなかった.

しか し星川 らが POMS を施行 したのは競技開始 3時

間前であり,この時点ではD,V,F尺度の重みが変化

していたとも考えられる.競技開始 1時間前に施行 した

CockeTillら5)のデ-タでは緊張感と闘争心が高まって

いて arousalcontrolが韓技開始に向けてさ1､'に変化
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していた.

ただ しこれは POMSの施行時問に伴 う POMS プ

ロフィールの変化を,健棒の異なるスポ-ツ競技で比較

して推察 したに過 ぎず,本来 arousalcontrolに伴 う

POMSプロブイ-ルの変化は,同 じスポ-ツ競技で経

特約に比較すべきである,arousalcomtrolに伴う POMS

の変化が明らかになれば,POMSは,認知 ･行動療法

的に arousalcontrolの熟練の指標となり得る.

一方今回の調査では低いF尺度得点の中でも相対的に

F尺度得点が低いほど %timeは大 きく,競技成績が

低下 した.%timeに最 も影響を及ぼ したのはF尺度で

あった.F尺度は競技成績を低下させる因子であるとい

:iLLrl.

F尺度はV尺度の対極にある尺度ではなく,両者は同

じことがらを正反対に示すものではない3).F尺度は意

欲減退,活力低下,疲労感すなわち負の身体 コンディショ

ンを反映する指標である.今回 POMSを施行 したの

は競技会の前 日であり,attitudedeveiopmentの観点

からみると, トレーニングの最終段階としての身体 コソ

ディショソがF尺度に表出されていると考えられる.ド

尺度自体は低いので自覚的には疲労感 じてはいないのだ

那,結果として相対的に競技成績に反映 しており,POWS

では トレ-エソダで残 された疲労感を鋭敏に感知 してい

た.F尺度が疎抜成績と関連するとすれば,よい競技成

績をあげるためには,競技準備期間からF尺度をコソ ト

ロ-ルすることが有効かもしれない.嬢技準備期問にお

いては, トレーこソグ負荷量が大きいと抑 うつを表すD

尺度が大きくなりオ-バー トレ…ニソダの指標となると

いう報告がある8)が, F尺度が成績と定量的に関連す

るという報告はない,今回の調査結果からはむ しろF尺

度を指標に トレ-エソグ負荷畳をコソトロ-ルすること

によって,より効果的な トレーニング戦略がたてられる

可能性が示された.競技準備期問にF尺度を経特約に測

定 しF尺度と トレ-ニソグ負荷畳との関連を調べるのは

今後の課題である.

F尺度の競技成鱗-の影響は, トライアスロン競技の

特殊性も考慮する必要がある.佐渡 トライアスロソ長距

離コ-スは日本最長の過酷なレ-スであり,女子選手に

とってはなおさら身体疲労を蓄積 しやすい.過酷なレー

スであるからこそ, トレーニングの身体疲労が競技前に

より多 く残存 していれば, レースで身体疲労が蓄積 して

きた時に身体疲労ペ-スの差となって現れやすいと推察

される. しかしこれは,同じ手法で調査 した他のスポ-

ツ競技での報告や他の トライアスロソでの報告と比較す
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る必要があり,今後の研究が待たれる.
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司会 先生ありがとうございました.高橋先生はこの

心理 テス ト POMS をお使いになって,女子 トライア

スロンの結果を分析されて,特にVとF,つまり,Vigor

と Fatigueが成績に関係するんではないかと言 うこと

なのですが,どなたか高橋発生に御質問ございますで しょ

うか.どうぞ,大森発生.

東森 大変興味あるお話ありがとうございました.敬

もこのメンタルコソデ ィショソに大変興味を持 っている

んですけれども,今回の先生の研究は,大会前 日くらい

の本当をこ直前のメソタルコンディションがどう影響する

かとい うことですが, トライアスロンの場合,最低で 屯

半年から1年 くらいに及ぶ トレーエソダ期間があ ります

から, トレーエソグ期間中において もメンタルな状態は

ある程度変動すると思 うんですね.それで先生をこ1つお

聞きしたいのは,一般的にいって選手の抑轡の状態 とい

うのは,大会の iか月前,2か月前,3か月前に大 きく

変わってい くもんなんで しょうか.それともある一定の

変化を遂げるので しょうか申

高橋 トライアス リ--卜の大森先生から御質問がござ

いました. トライアスロンではうつ尺度の経時変化の報

告はあ りません. しか し水練で報告があります,アメリ

カのモ-ガンたちのグループが,親技 シ-ズソを通 して

毎 日 POMS検査を していて,感情状態の変化を4年

間モニタ- しています. これによりますと, トレ-ニソ

グ負荷慶と感情状麿には dosedependantpattern があ

り,過度の トレ-ニソグ負荷に適応 した後に トレ-ニソ

グ豊を減少させると,良好な身体反応が得 られるが, こ

の身体反応が心理テス トである POMSの うつ尺度,

疲労尺度などに反映す るとしています.つまり選手の う

つ尺度,疲労尺度は大会の 1ケ月前などの時期的な問題

で左右 されるのではな くて, トレ…エソダ負荷量によっ

て変化するということです. トレーニyグに身体がうま

く適応できませんと,stalenesssyndromeといって,

普通の量の トレーニソグもできない し,良い成績 も出せ

ない状態になることがあります.疲労困懸 した状態です.

場合によってはうつ状態に陥ることもあると報告 されて

います.Stalenessの状態では トレ-エソグを休 ませな

ければいけません.

連 に POMSの うつ尺度や疲労尺度をモニタ- して,

これを経時的に負･''ことで 卜L一･:-/ゲ負荷を二Iント[--

ル して行 くことが可能です. トレーこソグ期間のどこで

どの畳の免荷をかけると大会にピ-クをもって行けるか

とい うトレ-エソダをこおけるピ-キソグ理論はある程度

確立 されてお りますので, これと POMSでの感情状

瀞の経時変化をマ ッチさせれば,ベス トコソディショソ

を作 る1つの尺度 とな り得 るのではないかと考えていま

チ.

司会 高橋発生どうもあ りがとうございます.では挽

ぎ,前医療技術短期大学の吉沢先生よろしくお願いいた

します.女性性機能とスポーツとい う題でお願いいた し

ます.


